「何 だ、 どうしたの だ」 

まっさお ふる 

と 云って 聞いた が、 細君 は 真 蒼な 顔 をして 顫えて い 

るば かりで 何も 云わなかった。 そこで 息子が 又 聞いた。 

「おい、 どうしたの だ、 何 かあつた のか」 

「お爺さんと お婆さんが おった」 

と 云って、 細君 は 家の 中 を 恐ろし そうに 見た。 息子 

はばかば かしかった。 

「ばか だな あ、 死んで しまった 者が、 どうして おる、 

神経 だよ」 

「神経 じ やない よ、 ほんと だよ、 噓と 思ゃ往 つて 見る 

、s 、ヽ I 

カレ レ」 



ひらや まばば 

評判に なり、 村の 人 は それ を 平 山 婆と 呼んだ。 

平 山 婆の 噂が あまり 高くな つたので、 息子 夫婦 は そ 

こに いられ なくなって、 別の 炭坑 地へ 引越した が、 そ 

, J にも 爺 さ んと婆 さ んが やはり 壁 厨の 中に 姿 を 見せ る 

ので、 又 別の 家へ 移った が、 そこへ も 爺さんと 婆さん 

は蹤 いて 来た。 
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